








出された。本論文で分析された福島原発事故前の津波想定 (第 7 章) および安全対策 (第 8
章) において，「①コミュニケーションと情報伝達の欠陥」「②役割と責任の混乱」「③地元
重視」という 3つの組織間要因が事故発生に寄与したことが明らかとなった。このうち，①




(1972, 1982)が提唱した集団思考モデルは，もともとは 10 人程度の小集団を想定したもの
であった。その後の研究によって，集団思考は決して小集団だけに限定されるものではなく
大集団や複合集団でも起こり得ることが指摘されてきたものの，そのメカニズムは十分に



































 本審査委員会は，学位申請者である松井亮太に対して，2020 年７月 20 日に本論文につ
いて公開審査を実施した。その結果，申請者が博士学位を取得するにふさわしい学識を有し
ていることが確認できた。よって，本審査委員会は申請者松井亮太に対して，東京都立大学
博士（経営学）の学位を授与することが適当であると判定する。 
以上 
